
「地球上のみんな」という短冊に思う

校長 森山 勇

今年も，子どもたちは，一人一人の願いごとを
短冊に書いて七夕竹につり下げています。
「あたまがよくなりますように 「アイドルに。」
なれますように 」という子どもらしいかわいい。
願いから「ちきゅうじょうのみんながしあわせ
にくらせますように 」といった地球規模の視点。
のものまで，実に個性的で広がりがあって読ん
でいて楽しいものばかりです。

小学生が「地球上のみんな」という発想ができることがすばらしいと思いま
す。これも総合的な学習や外国語活動の授業等で国際理解について学んで，外
国を身近に感じている子どもが多くなっているからです。また，本校では環境
教育の一環で４年生以上が環境日記を書いていますが，身近な環境に目を向け
ることで，地球規模で物事を考えることができるようになったこととも関係が
あるのではないでしょうか。

ワールドカップロシア大会で大活躍した日本代表の選手は，ほとんどが外国
のチームに所属し，外国流のサッカーを学んでいます。そんな選手たちが日本
代表として，日本に帰って来て，チームの目標に向かって力を発揮し，ベスト
１６に輝いてくれました。これは，スポーツの世界において，地球規模で活躍
している日本の好事例だと考えます。

国際化は情報化でもあります。世界の情報がインターネット等を通じて瞬時
に入ってくるので，地球は一つという感覚になります。
タイ洞窟に１１歳から１６歳の少年１２人と２５歳の男性コーチが閉じ込め

られていましたが，行方不明から１６日経って４人，その後全員が無事に救出
。 ， ，されたとの報道がありました 少年たちが長い間 洞窟内で健康を保てたのは

コーチによるところが大きいとの指摘があります。コーチの指示で持ち込んで
いたお菓子などを均等に分け合ったり，壁からしたたり落ちる水を飲んだりし
て，生き延びたというのです。少年らは地元のサッカーチームに所属しており
チームワークのある統率のとれた集団であったことや規律，体力もあったこと
が功を奏したに違いありません。
タイ洞窟の事故からコーチのリーダーシップや少年たちの統率のとれた態度を
リアルに学ぶことができるのも国際化・情報化のおかげです。

かつて薩摩藩は，鎖国で交流のなかった英国に若者を留学させて，後に日本
の近代化の扉を開いた人材を育てました。若き薩摩英国留学生の中には，初代
文部大臣の森有礼，大阪商工会議所初代会頭の五代友厚，カリフォルニアでブ
ドウ王と呼ばれた長沢鼎など，東京や大阪，外国で活躍した鹿児島の大先達が
いました。
本校の子どもたちも郷土を愛し，地球規模で物事を考え，行動できる人間に

育ってほしいと願っています。
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音楽集会 ６年生
(６／１８：水）

６月１８日(水)第１回目の音楽集

会が行われ，６年生が「翼をくださ

い 「星空はいつも」の合唱 「ラバ」 ，

ースコンチェルト」の合奏を発表し

ました。美しい歌声と演奏が響きま

した。次回の音楽集会は，７月９日

(水)５年生の発表です。

， ， （ ），６月２日から 本校の卒業生 森園陸斗さん ２週間
（ ） ， 。牧青穂さん ４週間 の２名が 教育実習に来られました

４年２組生，６年１組を中心に，授業参観や実習授業を行
いました。子どもたちや先生方と積極的に関わり，意欲的
に取り組む姿が見られました。

学級 についてのお知らせ・お願い】【 PTA

早いもので，一学期も残すところ２０日ほどとなりました。７月に入りますと，学年ごとに

授業参観・学級 が行われます。学級 では，一学期の反省や夏季休業中の計画など大PTA PTA
切な話し合いになります。御多用な折かと存じますが，ぜひ御出席ください。なお，車の乗り

入れはできませんので，御了承ください。道路や中央公園駐車場等への駐車についてもくれぐ

れも御遠慮ください。

ＰＴＡ教育講演会
（６／６：金）

ネットポリス鹿児島の戸髙
成人さんを講師に「ネット社

」会の現状と問題解決への取組
の演題で御講演いただきまし
た。それぞれの家庭で，情報
モラルについて真剣に考える
ことの必要性等について分か

。りやすくお話いただきました

教育実習生２名

小・中連携研修会
（６／９：月）

緑丘中・花野小・川上小・
西伊敷小，４校の先生方が集

。まっての研修会を行いました
授業参観の後，小・中学校そ
れぞれの課題等について情報
交換を行い，共通実践事項に
ついて話し合いました。

避難訓練・集団下校
（６／４：水）

大雨等を想定した避難訓
練・集団下校を実施しまし
た。大雨や洪水時の注意を
学習したあと，６年生がリ
ーダーとなって，危険箇所
を確認しながら下校しまし
た。

夏の心豊かで元気あふれる『さつまっ子』を★
育てる運動 ７月１日～８月３１日

夏休みは，子どもたちが家庭や地域にもどり，学校生
活でできないことを学び体験する良い機会です。家事の
分担をして家族の一員としての自覚と責任を持たせる，
「親子２０分間読書」を日課にする，地域の行事やボラ
ンティア活動に参加するなど親子で話し合って有意義な
夏休みを迎えるようにしましょう。

※梅雨の終わりの時期，大雨や洪
水が心配されます。側溝等に近づ
かないよう御家庭でも繰り返し注
意をお願いします。




